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二
句
短
評

一
句
目

―
省
略
は
、作
句
の
ポ
イ
ン
ト
。「
著
ぶ
く
れ
て
ゐ
る
」

黒
々
と
し
た
塊
（
か
た
ま
り
）
に
作
者
も
加
わ
っ
た
と
詠
ん
だ

句
。
こ
の
よ
う
に
ど
こ
ま
で
も
情
を
断
っ
て
客
観
的
即
物
的
で

無
表
情
に
描
く
こ
と
で
、地
上
の
寒
さ
を
詠
ん
だ
。「
著
ぶ
く
れ
」

の
季
題
の
強
さ
を
よ
く
生
か
し
た
句
。

二
句
目

―「
初
句
会
」
と
い
え
ば
め
で
た
い
と
い
う
パ
タ
ー

ン
だ
が
、
こ
の
句
に
は
、
ふ
っ
と
己
を
ふ
り
返
り
時
の
流
れ
の

は
や
さ
を
思
う
作
者
が
い
る
。
こ
れ
も
ま
た
、「
初
句
会
」
の

ひ
と
つ
の
情
で
あ
る
。

著
ぶ
く
れ
て
ゐ
る
一
団
に
加
は
り
ぬ

由　

布　

 

立　

川　

さ
よ
子

い
つ
の
間
に
古
参
と
な
り
て
初
句
会

前　

橋　

 

新　

木　

ひ
ろ
み

あ
る
だ
け
の
正
月
飾
り
し
て
独
り

糸　

島　

 

占　

部　

ゆ
き
江

峰
寺
へ
尼
の
手
土
産
寒
卵

七　

尾　
 

橋　

本　

紀
美
子

枯
芝
の
転
ん
で
み
た
く
な
る
広
さ

西　

予　

 

三　

瀬　

教　

世

風
花
の
庭
や
玻
璃
戸
の
中
の
猫 

尼　

崎 

ほ
り
も
と
ち
か

端
渓
の
く
ぼ
み
も
愛
づ
る
初
硯 

福　

山 

小
林　

翠
子

心
の
荷
下
ろ
せ
し
夜
の
燗
熱
く 

高　

松 

白
根　

純
子

雪
女
さ
ら
り
と
躱
す
身
の
早
さ 

福　

岡 

西
村　

榮
子

引
越
し
の
荷
の
累
々
と
春
の
雨 

金　

沢 

瀬
古　

祥
子

山
彦
の
締
め
く
く
り
た
る
除
夜
の
鐘 

加　

賀 

正
藤　

宗
郎

籠
も
り
た
る
部
屋
の
い
つ
し
か
咳
も
止
み 

今　

治 

横
田
青
天
子

賀
状
書
く
し
づ
か
な
午
後
の
文
机 

宇　

部 

萬　
　

洋
子

紅
を
使
ひ
果
た
し
て
紅
葉
散
る 

糸　

島 

小
河
美
紗
子

白
鳥
の
白
よ
り
川
面
明
け
に
け
り 

岡　

山 

名
木
田
純
子

月
忌
僧
寒
く
な
り
ま
し
た
と
ぽ
つ
り 

北
海
道 

西
澤
カ
ズ
子

捨
て
切
り
て
失
ふ
も
の
の
な
き
冬
木 

久
留
米 

野
口　

桂
子

大
川
の
日
々
の
消
息
都
鳥 

高　

崎 

清
水　

教
子

紙
で
指
切
つ
て
し
ま
ひ
し
今
朝
の
冬 

徳　

島 

真
鍋　

万
緑

海
へ
き
て
海
見
ず
帰
る
鮟
鱇
鍋 

福　

岡 

山
口　

裕
子

●
岩
岡
中
正
　

選

入
選
六
十
句

特
選
五
句

花
鳥
諷
詠
選
集
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こ
れ
よ
り
は
神
の
領
域
花
ひ
ひ
ら
ぎ 

熊　

本 

南
野　

幸
子

数
へ
日
の
寸
暇
を
訪
ね
く
れ
し
姪 

金　

沢 

中
村　

曜
子

届
き
た
る
ど
か
と
一
本
釣
り
の
鰤 

海
老
名 

野
村
香
代
子

い
つ
と
な
く
幼
の
寝
息
除
夜
の
鐘 

福　

岡 

三
坂　

一
生

春
の
虹
愛
子
の
墓
は
虚
子
の
側 

姫　

路 

谷　
　

春
代

待
た
さ
る
る
正
座
の
膝
の
寒
さ
か
な 

羽　

生 

樋
口
レ
イ
子

沈
む
日
を
高
く
見
送
る
冬
の
月 

熊　

本 

井
芹
眞
一
郎

束
ね
て
も
寂
し
き
花
や
野
水
仙 
京　

都 

本
谷
眞
治
郎

一
筋
の
山
の
煙
や
冬
に
入
る 
う
き
は 

金
子　

清
黙

世
に
媚
び
る
こ
と
な
く
生
き
て
著
ぶ
く
れ
て 

大
牟
田 
介
弘　

浩
司

紅
萩
や
母
娘
で
通
ふ
稽
古
事 

熊　

本 

矢
澤　

幸
乃

花
よ
り
も
棘
い
き
い
き
と
冬
薔
薇 

高　

松 

浅
野
ク
ニ
子

つ
ぶ
や
き
て
人
の
後
ゆ
く
寒
さ
か
な 

高　

松 

金
澤　

正
惠

小
晦
日
訃
報
静
か
に
届
き
け
り 

尾　

道 

大
庭　
　

弘

や
ぐ
ら
組
む
八
万
本
の
干
大
根 

福　

岡 

平
山　

順
子

息
白
く
話
の
筋
を
か
た
り
け
り 

福　

岡 

津
田　

富
子

高
高
と
父
の
遺
愛
の
家
紋
凧 

阿　

南 

鎌
田　

黄
鳥

又
太
き
も
の
の
手
応
へ
闇
汁
会 

高　

知 

坂
本
喜
代
子

ス
ト
ー
ブ
を
消
し
て
余
震
に
備
へ
を
り 

金　

沢 

篠
島　

安
子

諷
詠
の
道
一
歩
づ
つ
去
年
今
年 

長　

岡 

岸　
　

祥
子

そ
の
人
に
語
ら
ふ
や
う
に
賀
状
書
く 

生　

駒 

南　
　

純
子

新
玉
の
年
の
始
め
の
た
な
ご
こ
ろ 

半　

田 

稲
葉　

京
閑

賑
や
か
に
子
ら
正
月
を
連
れ
て
来
し 

高　

知 

前
田
ま
こ
と

ま
だ
誰
も
気
付
か
ぬ
蕾
福
寿
草 

伊　

賀 

松
村　

咲
子

鳰
の
来
て
鴨
来
て
湖
の
ふ
く
れ
ゆ
く 

北
九
州 

元
田　

品
子

炭
継
ぎ
て
午
後
の
稽
古
の
子
ら
を
待
つ 

阿　

南 

谷
川　

宗
和

若
や
ぎ
て
戻
り
し
妻
や
女
正
月 

神　

戸 

明
石　

裕
子

緞
帳
の
降
り
て
咳
き
拡
が
り
ぬ 

高　

松 

宇
和
川　

厚

書
初
の
香
り
の
満
つ
る
部
屋
と
な
り 

名
古
屋 

藤
井　

裕
子

日
脚
伸
び
つ
つ
厨
事
重
ね
つ
つ 

大
牟
田 

猿
渡　

章
子
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ス
テ
ー
ジ
に
溢
る
る
楽
器
初
稽
古 

鹿
児
島 

角
屋
敷
昭
子

災
害
の
多
き
一
年
冬
至
風
呂 

大　

阪 

中
本　
　

宙

こ
の
と
こ
ろ
続
く
好
日
枇
杷
の
花 

町　

田 

坂
下　

洋
子

冬
薔
薇
や
誰
も
気
付
か
ぬ
誕
生
日 

香　

川 

三
宅
久
美
子

鯉
濃
の
宴
の
夜
や
川
普
請 

神　

戸 

柏
原　

憲
治

記
紀
の
島
き
り
り
と
座
る
初
景
色 

福　

岡 

野
口　

明
子

一
尺
の
髭
ま
だ
動
く
飾
海
老 

東　

京 

早
坂　

洋
子

月
冴
ゆ
る
白
き
光
を
し
た
た
ら
せ 
東　

京 

篠
崎　

千
春

潮
の
香
を
た
た
せ
て
牡
蠣
を
う
ち
に
け
り 
八　

代 

山
下
し
げ
人

咳
の
子
の
抱
い
て
離
さ
ぬ
ぬ
ひ
ぐ
る
み 

福　

岡 
工
藤　

友
子

先
生
は
け
ふ
も
往
診
初
雀 

東　

京 

内
藤　

花
六

師
と
交
は
す
二
言
三
言
初
句
会 

東　

京 

青
園　

直
美

寒
菊
や
孫
の
弔
辞
に
君
の
声 

諫　

早 

外
輪
ふ
み
え

入
魂
の
一
矢
放
ち
て
弓
始 

福　

岡 

山
永
多
恵
子

窓
と
い
ふ
窓
の
光
り
て
春
隣 

所　

沢 

木
村　
　

佑

二
句
短
評

一
句
目

―
残
る
淑
気
を
感
じ
つ
つ
日
常
へ
戻
っ
て
ゆ
く
、
そ

の
境
界
線
の
よ
う
な
七
日
の
頃
。
若
菜
す
な
わ
ち
自
然
の
恵
み

を
頂
き
な
が
ら
神
の
域
と
人
の
域
を
思
う
。
古
典
的
な
言
葉
の

斡
旋
が
美
し
く
、
暮
し
ぶ
り
を
格
調
高
く
詠
み
あ
げ
た
。

二
句
目

―「
太
平
洋
」
に
歴
史
的
な
意
味
を
思
う
の
は
、
ペ

チ
カ
に
時
を
遡
ら
せ
る
作
用
が
あ
る
か
ら
だ
ろ
う
か
。
ペ
チ
カ

は
令
和
よ
り
昭
和
が
よ
く
馴
染
む
。
暖
か
で
頑
丈
に
守
ら
れ
た

暮
し
。
一
方
、
太
平
洋
の
夜
の
訪
れ
を
「
闇
に
沈
む
」
と
叙
す

重
さ
。
そ
の
対
比
が
鮮
烈
か
つ
重
層
的
だ
。

神
奈
備
を
仰
ぎ
畷
に
若
菜
摘
む

神　

戸　

 

上　

岡　

あ
き
ら

太
平
洋
闇
に
沈
み
て
ペ
チ
カ
燃
ゆ

岡　

山　

 

伴　
　
　

明　

子

毀
れ
ゆ
く
母
の
視
線
に
冬
の
星

三　

木　

 

松　

本　

幸　

平

一
筋
の
山
の
煙
や
冬
に
入
る

う
き
は　

 

金　

子　

清　

黙

牡
蠣
殻
の
山
に
埋
も
れ
て
開
港
碑

大
牟
田　

 

鹿
子
生　

憲　

二

●
渡
辺
光
子
　

選

特
選
五
句
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雪
も
よ
ひ
燭
を
明
る
く
し
て
ひ
と
り 

長　

野 

鈴
木
し
ど
み

終
章
を
め
ぐ
る
一
語
や
冬
薔
薇 

岡　

山 

岩
﨑　

正
子

籠
も
り
た
る
部
屋
の
い
つ
し
か
咳
も
止
み 

今　

治 

横
田
青
天
子

東
京
の
坂
に
名
の
あ
り
寒
椿 

東　

京 

梅
野　

ぎ
ん

へ
う
き
ん
な
鷽
が
最
後
に
替
へ
残
る 

大　

阪 

上
西
左
大
信

足
の
つ
ぼ
目
の
つ
ぼ
を
押
す
初
湯
か
な 

松　

山 

篠
原
み
ど
り

日
向
ぼ
こ
ら
し
き
声
あ
り
砲
台
址 

名
古
屋 

斉
藤　

始
子

海
へ
き
て
海
見
ず
帰
る
鮟
鱇
鍋 
福　

岡 

山
口　

裕
子

こ
れ
よ
り
は
神
の
領
域
花
ひ
ひ
ら
ぎ 
熊　

本 
南
野　

幸
子

棘
赤
く
人
を
拒
み
て
冬
薔
薇 

高　

松 
も
り
お
か
と
も
こ

い
つ
と
な
く
幼
の
寝
息
除
夜
の
鐘 

福　

岡 

三
坂　

一
生

待
た
さ
る
る
正
座
の
膝
の
寒
さ
か
な 

羽　

生 

樋
口
レ
イ
子

束
ね
て
も
寂
し
き
花
や
野
水
仙 

京　

都 

本
谷
眞
治
郎

冬
帽
子
被
り
肩
よ
り
抜
く
力 

鹿
児
島 

萩
尾　

葉
月

枯
芝
の
転
ん
で
み
た
く
な
る
広
さ 

西　

予 

三
瀬　

教
世

つ
ぶ
や
き
て
人
の
後
ゆ
く
寒
さ
か
な 

高　

松 

金
澤　

正
惠

雪
女
亡
き
妹
で
あ
ら
ま
ほ
し 

浜　

松 

朝
井　

治
代

無
人
駅
一
人
下
車
し
て
野
菊
道 

長　

崎 

濵
口　

星
火

対
側
の
ホ
ー
ム
は
別
の
冬
の
星 

神　

戸 

石
田　

裕
美

又
太
き
も
の
の
手
応
へ
闇
汁
会 

高　

知 

坂
本
喜
代
子

日
め
く
り
の
令
和
七
年
大
旦 

京　

都 

中
島　

慶
雄

切
株
に
薄
き
座
布
団
梅
見
茶
屋 

鳥　

取 

石
尾　

正
子

銀
色
の
太
平
洋
の
淑
気
か
な 

福　

島 

遠
藤　

里
乃

ま
だ
誰
も
気
付
か
ぬ
蕾
福
寿
草 

伊　

賀 

松
村　

咲
子

嫁
に
注
ぎ
嫁
に
つ
が
れ
て
屠
蘇
香
る 

東　

京 

飯
島　

千
青

働
け
ど
は
た
ら
け
ど
な
ほ
隙
間
風 

高　

知 

駒
木　

基
克

有
明
の
波
の
詩
あ
り
初
明
り 

大　

川 

今
泉　

美
代

絡
み
つ
く
全
て
を
枯
ら
し
冬
木
立
つ 

藤　

岡 

飯
塚　

柚
花

著
ぶ
く
れ
て
ゐ
る
一
団
に
加
は
り
ぬ 

由　

布 

立
川
さ
よ
子

日
脚
伸
び
つ
つ
厨
事
重
ね
つ
つ 

大
牟
田 

猿
渡　

章
子

入
選
六
十
句
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鳥
声
の
二
色
三
色
春
を
待
つ 

熊　

本 

西
村　

孝
子

大
達
磨
ど
ん
ど
の
点
火
待
つ
目
玉 

十
日
町 

小
川
の
ぶ
こ

出
来
る
こ
と
あ
る
が
幸
せ
老
の
春 

行　

田 

細
村　

雅
子

凍
鶴
の
考
ふ
る
ご
と
眠
る
ご
と 

高　

松 

荒
井
多
美
枝

初
鴨
の
陣
に
夕
日
の
濃
か
り
け
り 

高　

山 

原
田　

尚
子

北
風
に
騒
が
し
い
木
と
静
か
な
木 

福　

山 

貝
原　

玲
子

年
始
の
子
校
歌
の
山
河
見
て
帰
る 

高　

崎 

津
久
井
洋
子

冬
薔
薇
や
誰
も
気
付
か
ぬ
誕
生
日 
香　

川 

三
宅
久
美
子

雪
明
り
残
し
て
今
日
の
暮
れ
て
ゆ
く 
加　

賀 

堀
口　

紀
子

大
好
き
な
み
ん
な
の
笑
顔
ク
リ
ス
マ
ス 

仙　

台 
本
間
ゆ
か
り

宮
の
杜
見
え
て
冬
野
に
行
き
止
ま
る 

高　

松 

福
江　

昌
子

遠
く
よ
り
声
掛
け
く
る
る
鍬
始 

高　

知 

片
岡　

幸
枝

屠
蘇
酌
め
り
朱
盃
の
松
を
揺
ら
し
つ
つ 

西　

宮 

山
谷　

彰
子

凩
や
海
鳴
り
の
音
登
り
来
る 

宇　

部 

縄
田　

悦
子

一
尺
の
髭
ま
だ
動
く
飾
海
老 

東　

京 

早
坂　

洋
子

背
伸
び
す
る
子
の
眉
見
え
し
初
鏡 

神　

戸 

谷
本　

逸
歩

乗
初
の
里
へ
と
海
に
沿
ひ
行
け
り 

鹿
児
島 

永
里　

瑞
代

潮
の
香
を
た
た
せ
て
牡
蠣
を
う
ち
に
け
り 

八　

代 

山
下
し
げ
人

縮
こ
ま
り
な
が
ら
見
て
ゐ
る
福
寿
草 

埼　

玉 

真
篠
み
ど
り

焼
け
落
ち
て
ど
ん
ど
の
達
磨
こ
ち
ら
向
く 

横　

浜 

秋
吉　
　

斉

山
眠
る
淋
し
き
色
に
な
り
に
け
り 

浜　

田 

小
池
ミ
サ
エ

狛
犬
の
紙
垂
の
ゆ
る
み
も
春
隣 

吹　

田 

小
井
川
和
子

独
り
居
の
米
一
握
り
七
日
粥 

伊　

賀 

光
岡
代
里
子

風
花
や
白
き
巨
船
の
入
港
す 

長　

崎 

伊
藤
ひ
と
み

鴇
色
に
天
草
灘
の
初
明
り 

長　

崎 

植
村　

華
文

ま
つ
す
ぐ
に
朝
日
差
す
卓
寒
卵 

鹿
児
島 

松
尾
あ
や
め

丁
寧
に
包
丁
研
げ
る
女
正
月 

横　

浜 

開
米　

遊
子

窓
と
い
ふ
窓
の
光
り
て
春
隣 

所　

沢 

木
村　
　

佑

あ
か
ぎ
れ
の
ク
リ
ー
ム
の
香
の
中
で
寝
る 

東　

京 

鹿
谷　

白
月

佳
き
こ
と
も
侘
し
き
こ
と
も
年
賀
状 

東　

京 

毛
利　

律
子
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「
烏
城
」
と
も
呼
ば
れ
る
岡
山
城
の
麓
、
日

本
三
名
園
の
一
つ
後
楽
園
が
、
主
た
る
吟
行

地
と
な
り
ま
す
。
足
を
の
ば
せ
ば
、
瀬
戸
の

風
光
や
、
本
殿
再
建
六
百
年
を
迎
え
る
大
社

で
長
い
回
廊
も
ゆ
か
し
い
吉
備
津
神
社
、
さ

ら
に
は
林
原
美
術
館
（
岡
山
）
や
大
原
美
術

館
（
倉
敷
）
な
ど
文
化
施
設
も
豊
富
で
す
。

●
六
月
の
総
会
は
昨
年
同
様
、
桜
田
門
の
法

曹
会
館
で
執
り
行
い
ま
す
。
朝
の
連
続
ド
ラ

マ
の
ロ
ケ
地
と
も
な
っ
た
格
調
高
い
会
場

で
、
周
辺
も
お
濠
端
、
風
光
も
格
別
で
す
。

ミ
ニ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
岡
安
紀
元
氏
ご

所
蔵
の
貴
重
な
虚
子
の
遺
墨
を
、
書
道
の
専

門
家
に
読
み
解
い
て
頂
き
ま
す
。
虚
子
も
漱

石
も
、
俳
句
は
「
呼
吸
」
の
文
学
だ
と
言
い

残
し
て
い
ま
す
。
そ
の
筆
使
い
か
ら
虚
子
の

気
息
が
立
ち
上
が
っ
て
く
る
は
ず
で
す
。

●
二
月
号
に
誤
記
が
あ
り
ま
し
た
。
記
し
て

修
正
し
、
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　

25
頁
２
段
４
行
目　

行
水
→
打
水

 

（
井
上
泰
至
）

　
　

鳥
雲
に
杭
せ
は
川
を
梳
り 

措
大

　

作
者
は
「
そ
だ
い
」
と
読
む
。
本
名
平
松

芳
夫
。
京
大
在
学
中
、
野
村
泊
月
・
日
野
草

城
ら
に
学
び
、
故
郷
岡
山
で
教
職
に
つ
く
。

知
ら
れ
た
ホ
ト
ト
ギ
ス
系
作
家
で
あ
る
。
先

日
、
岡
山
出
身
の
岸
本
尚
毅
さ
ん
と
、
虚
子

門
作
家
の
句
集
の
在
り
方
に
つ
い
て
立
ち
話

を
し
、『
措
大
句
集
』『
第
二
措
大
句
集
』『
第

三
措
大
句
集
』
と
い
う
一
見
素
気
な
い
編
み

方
が
、
ひ
と
つ
の
典
型
だ
と
語
り
合
っ
た
。

そ
の
対
極
に
、作
家
性
の
濃
い
秋
櫻
子
の『
葛

飾
』
や
草
田
男
の
『
長
子
』
が
あ
る
。　

●
九
月
の
全
国
大
会
は
、漆
黒
の
天
守
閣
で
、

●
花
鳥
諷
詠
選
選
者
予
定

掲
載

締
切
り

選　

者

8
月
号
5
月
20
日

井
上
泰
至

峯
尾
文
世

9
月
号
6
月
20
日

今
井
肖
子
山
下
し
げ
人

10
月
号
7
月
20
日

井
上
泰
至

涌
羅
由
美

11
月
号
8
月
20
日

今
井
肖
子

赤
間　

学

編 集 後 記

花
鳥
諷
詠
四
月
号（
通
巻
第
四
四
五
号
）

定
価
一
、二
〇
〇
円　

但
し
、
本
代
は
年
会
費
に
含
む

年
会
費
一
〇
、〇
〇
〇
円

令
和
七
年
四
月
一
日

発
行
人　

岩　

岡　

中　

正

発
行
所　

公
益
社
団
法
人

日
本
伝
統
俳
句
協
会

〒
151-

００７３　

東
京
都
渋
谷
区
笹
塚
二-

一
八-

九

　
　
　
　

シ
ャ
ン
ブ
ル
笹
塚
二-

Ｂ
一
〇
一

電　

話　

〇
三-

三
四
五
四-

五
一
九
一

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
三-

三
四
五
四-

五
一
九
二

郵
便
振
替
　
口
座
番
号
　

〇
〇
一
六
〇-

七-

一
八
六
八
二
〇

印
刷
所　

日
本
ハ
イ
コ
ム
㈱

〒
112-

００14　

東
京
都
文
京
区
関
口
一-

一
九-

二


